
別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 届くビフィズス  EX（イーエックス）a 

機能性関与成分名 ビフィズス菌 BB536 

表示しようとする

機能性 

本品には、生きたビフィズス菌 BB536 が含まれます。 

ビフィズス菌 BB536 には、腸内フローラを良好にするこ

とで、便通を改善し、腸の調子を整える機能が報告され

ています。 

 

２．作用機序 

 

腸内フローラとは、腸に生息する細菌群のことであり、ヒトの大腸には数百

種、40 兆個以上の多種多様な細菌が互いにせめぎ合いながら生息している

（1）。これらの細菌群が複雑な腸内フローラを構成し、宿主であるヒトの健康

に密接に関係することが報告されている（2）。なかでも、ビフィズス菌はヒト

の健康にとって有益な働きをすることから、腸内有用菌（いわゆる善玉菌）と

定義されており、腸内フローラを良好にするとされている（3）。腸内フローラ

を良好にすることは、腸内環境浄化（良好化）に働き、下痢や便秘の予防・改

善などの整腸作用を発揮すると考えられている（4）。 

本研究レビューにおいて採用された論文でも、ビフィズス菌 BB536 の摂取に

より、ビフィズス菌を増やす作用が確認されている。また、ビフィズス菌 

BB536 の摂取により、毒素産生型の Bacteroides 属 fragilis 菌数が減少する

こと（5）で、腸内フローラが良好になることが報告されている。 

ビフィズス菌 BB536 の摂取は、腸内の短鎖脂肪酸量を増加させ、排便回数を

増加させるなど、消化器官の正常な活動を助けると考えられる（6‐8）。 

また、ビフィズス菌 BB536 の摂取は、アンモニアを産生する腸内細菌の活動

を制限し、そのウレアーゼ活性を低減させることにより（6‐7）、腸内のアン

モニア量を低減させ（9）、腸内環境を整えることが報告されている。 

さらに、ビフィズス菌 BB536 の摂取により便の性状が改善し（7）、排便回数

が増加する（7‐8, 10‐12）ことが報告されている。 

 

以上より、ビフィズス菌 BB536 は腸内フローラを良好にすることで、便通を

改善し、腸の調子を整えると考えられる。 
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